チームカンファレンス記録
	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	





令和5年9月22日（金)　　　　　　　　司会:上野　由夢心　記録：鶴飼　麻由美
	上野雅
	中野
	金井
	上野由夢
	川守田
	川瀬
	山本
	菊地
	矢幅

	深
	深
	準
	〇
	公休
	○
	準夜
	〇
	〇

	西山
	見上
	木村
	山口
	大井
	荒木田
	中村
	小原
	馬場

	公休
	育休
	公休
	〇
	欠
	公休
	公休
	CD留守
	CD留守

	北向
	織田
	鶴飼
	阿部
	春日
	グエン　ティホン　フエ
	ホアン　ハイ
イエン
	小澤
	笠原

	〇
	公休
	〇
	〇
	休憩
	休憩
	準
	業務
	業務

	藤田
	石戸谷
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・10/1より、コロナウイルス治療薬が実費となります。患者様が罹患し、治療薬を使用していく際は御家族へ説明をしてください。

・患者様の指示受けについて、各勤務帯で必要な指示受けを漏れがないようしていきましょう。

＜馬渡Dr診察＞
・安藤　ヌイ子様～ロラゼパム(1)→(0.5)に減薬、またアンブロキソール追加となる。

・高山　由井子様～早朝血糖値低いため、ＢＳ測定3→1検(朝)。

栄養士と相談し、経管栄養は夕にラクフィア1本追加、流す時　　間は19時へ変更。白湯(各80mlずつ)。

＜患者様連絡事項＞
・田茂 ケイ子様～採血の結果CK高値であったため報告しCKアイソザイム追加オーダーの指示あり。本日点滴3本、明日から9/26まで2本処方となる。また、本日採血指示あり実施している。

・中野　光様～本日よりクロトリマゾール腟錠（100）1回/日1個挿入、膣分泌物培養の指示あり、本日実施している。

・工藤　町子様～治験終了となる。退院支援を進め、みちのく記念病院への転院についても検討をお願いします。現在、点滴が処方となっているが、食事も全量摂取出来ているので、来週にでも点滴中止を検討して下さい。

・工藤　國子様～老人保健施設「なんぶ」より、家族の方が申し込みをしたとの事で、相談員のムラハタ様より状態確認連絡あり、対応している。情報整理し、オンライン面会希望時は連絡くださる予定。

・木村　秀一様～老人保健施設「はくじゅ」より受入れ可と連絡あり、9/25（月）13：00退院で調整中。家族連絡について担当者へ依頼している。

＜要注目患者様＞
・白板　秀夫様～酸素３Ｌ→１Ｌ減らし経過観察中。バイタルサインの異常は見られない。痰絡みなく吸引するも白色痰少量のみ。吸引刺激にうっすら苦痛表情ある程度で反応乏しい。引き続き、呼吸状態注意していく。

・高山　由井子様～バイタルサインの異常はなし。白色痰中等量吸引する。吸引時苦痛表情や、口を閉じようと抵抗する事あり。四肢の浮腫持続し、左手背浮腫強く見られている。

・中野　光様～バイタルサインの異常はなく経過。帯下多く悪臭あり、陰部洗浄しクロトリマゾール腟錠（100）１個挿入している。

・松井　ミサ様～昨日準夜帯で眠れないと訴えあり、継続指示のマイスリー(5)
　　　　　　　　１錠服用し、朝まで休まれている。とくに訴えはなく、スタッフ対応穏やか。

・坂本　和子様～深夜帯で妄想様発言聞かれている。昼食時に妄想様の発言あり昼食1/3摂取、表情の硬さ見られている。

・田茂 ケイ子様～朝37.4℃あるも昼食後は36.8℃に解熱。その他のバイタルサインは異常ないが、本人より腰痛の訴えあり。排泄はトイレを希望され、昼食後に排便多量、排尿少量確認。

・工藤　京様～昨日、嘔吐あったが、本日は嘔気・嘔吐なく経過している。バイタルサイン異常なく、食事は朝2/3、昼1/2摂取出来ている。

・安藤　ヌイ子様～昨日の準夜帯で盗食しようとする事あり介入している。最近トロミでも飲み込まないなど嚥下困難さあるため、注意していく。また、咳払いや自己排痰をするのに時間を要す事もあるため、食事の摂取状況の観察、必要なら食事形態の検討をしていく。

・高橋　勝次様～食事摂取量について数口～1/4と少なめ。とくに不調の訴えは聞かれない。

・豊川　京子様～歩行不安定さあるがスタッフが対応できない時に自らトイレに行こうとする等、自分で動く事が多いので、食後などはなるべく早く対応し臥床をしてもらいましょう。9/25（月）204号室が１床空くため部屋移動の検討をしてください。

＜業務改善＞
・夕食後、2階の患者様で多動な方が多く、遅番スタッフは１階の夕食介助をなるべく早く切り上げ、２階業務に入れるよう協力をお願いします。

＜ＯＴ・ＰＴより＞
・松井　ミサ様～腰痛や足が張る等の訴えがあるが、動作には支障見られない。

・中居　稔様～リハビリで歩行訓練をしているが、自ら立ち上がり等の動作をする事はなく、介入にて出来ている状態。ベルト使用について検討。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　→現在、服薬調整で減薬している状況、急に前傾姿勢になってしまう事もあり転倒リスクを考えると、もう少し様子観察する必要がある。
